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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、表情や音声などの非言語コミュニケーションと患者の抑うつ状
態、不安度、診察に対する満足度との関連を見ることである。そして患者の診療の満足度を高める医師の非言語
的な因子を明らかにすることである。
　のべ５００人の初診・再診患者の医療面接動画を用い、コンピュータを用いて表情分析や音声分析を実施し
た。そして診察後に抑うつ度、不安度、患者満足度のアンケート調査を実施した。これにより、笑顔を見せてい
る回数、視線、医師を見ている時間、また、口角の動きの激しさと不安や悲しみの強さに関連があった。一方、
激しい手の動きなどと不安/悲しみと関連があることが分かった。

研究成果の概要（英文）：　The purposes of this study are to investigate the relationship between 
non-verbal communication (facial expression, voice, etc.) and patient’s depressive mood, anxiety or
 patient satisfaction and to reveal physician’s non-verbal factors contributing to patient 
satisfaction.
　We videotaped 500 interviews of new and re-visit patients and analyzed the facial expression, 
voice, and movement of extremities using computer.  The patients’ depressive mood, anxiety, and 
patient satisfaction were also examined by questionnaires.  We found the association between smile, 
time duration of eye gazing, and strenuous movement of angle of mouth and depression/anxiety.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　非言語的に画像や音声のみで抑うつ、不安、満足などの感情をある程度推測できることがわかり、重要である
と考える。診療の際の患者の精神状態のみならず、小中学生の自殺の予防など、様々な分野で応用できると考え
られ、意義が非常に大きいと考えられる。今後はさらに多くの表情の特徴量、音声の特徴量を明らかにし、また
顔色などその他の特徴量を使用して解析し、より精度が高く感情を明らかにできるエンジンを開発する予定であ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１． 研究開始当初の背景 

プライマリ・ケアにおける精神疾患の見逃しは大きな問題である。研究代表者はこれまで

言語的コミュニケーションによってうつ病や不安障害などの診断に至る病歴を明らかにす

る面接技法を調査研究したが、言語的コミュニケーションでは特に抑うつ気分を明らかに

するのは困難であることがわかっている。臨床的には表情や音声などの非言語コミュニケ

ーションが、精神疾患の診断に有用と考えらえる。また、患者満足度などは、多くの場合非

言語にて伝えられることが多い。さらに、患者満足度を増加させるような医師の非言語的な

因子（医師の向き、姿勢、視線、笑顔、その他）は、客観的に示された研究は少数にとどま

っていた。 

これまでは、表情認識や音声認識の精度に限界があったが、大手企業等と共同研究で情報

通信技術（ICT）による瞳孔を含む表情分析、音声分析が可能となっていた。 

 

２． 研究の目的 

本研究の目的は、コンピュータを用いて表情分析や音声分析を実施し、表情や音声などの

非言語コミュニケーションと患者の抑うつ状態、不安度、診察に対する満足度などとの関連

を見ることであった。また、患者の診療の満足度を高める医師の非言語的な因子（向き、姿

勢、視線、笑顔、その他）を明らかにすることももう一つの目的である。 

 

３． 研究の方法 

この 3年間で、のべ５００人の初診・再診患者から、診察中の医療面接の動画撮影、およ

び、診察後の抑うつ度、不安度、患者満足度のアンケート調査を終えることができた。大手

家電企業 2 社と協働で、表情分析や音声分析の開発に取り組み、表情や音声の様々な特徴

量を見出すことができた。 

 

４． 研究成果 

これにより、表情については、笑顔を見せている回数、視線、医師を見ている時間の長さ

と不安の強さに関連が見られた。また、口角の動きの激しさと不安や悲しみの強さに関連が

あった。一方、からだの動きとしては、激しい手の動きと不安/悲しみの関連、また患部を

触らないという行為にも不安/悲しみと関連があることが分かった。 

ただし、表情についてはさらにほかの特徴量が存在している可能性があり、また、音声に

ついても、周波数分析による特徴量のすべてを解析できなかった。また、年度末は新型コロ

ナ対策に時間をとられ、解析の時間が十分ではなかった。 

ここまでの研究でも、非言語的に画像のみで感情をある程度推測できることがわかり、重

要であると考える。診療の際の患者の精神状態のみならず、小中学生の自殺の予防など、

様々な分野で応用できると考えられ、意義が非常に大きいと考えられる。今後は、さらに多
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くの表情の特徴量、そして音声の特徴量を使用して解析し、より精度が高く感情を明らかに

できるエンジンを開発したい。 
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